
　
茨
木
恵
美
須
講
が
結
成
さ
れ
て
七
十
年
の
年
を
迎
え

ま
す
。
そ
れ
は
即
ち
七
十
年
前
、
今
日
の
十
日
戎
の
賑

わ
い
が
始
ま
っ
た
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
言
う
ま
で
も

な
く
茨
木
の
恵
美
須
様
は
江
戸
時
代
の
初
め
よ
り
篤
く

信
仰
さ
れ
、
毎
年
祭
礼
が
斎
行
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
昭
和
に
入
り
、
当
神
社
そ
し
て
恵
美
須
神
社
と
ご
縁

の
あ
る
中
の
有
志
の
方
々
に
よ
り
、
吉
兆
や
笹
が
授
与

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
淋
し
い
も
の
で
し
た
。

　
戦
後
、
荒
廃
し
た
社
会
状
況
の
中
、
昭
和
二
十
八
年

福
徳
を
授
け
て
下
さ
る
恵
美
須
様
へ
の
奉
仕
を
通
し
て

住
民
の
活
力
と
地
域
の
発
展
を
願
っ
て
「
恵
美
須
講
」

が
結
成
さ
れ
、
十
日
戎
が
再
出
発
し
た
の
で
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
の
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
そ
れ
ぞ

れ
の
時
代
の
そ
れ
ぞ
れ
の
人
々
の
願
い
や
努
力
に
よ
っ

て
今
日
の
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
が
あ
り
ま
す
。
恵
美
須
神

社
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
の
七
十
年
、
歴
代
の
講
元
様

を
は
じ
め
多
く
の
講
員
の
方
々
の
ご
努
力
・
ご
奉
仕
に

よ
り
十
日
戎
の
神
賑
行
事
が
年
々
盛
大
に
執
り
行
わ
れ

て
、
今
日
の
賑
わ
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
七
十
年
の
憶
い
か
さ
ね
て
御
社
も

　
　
　
　
　
　
　
　
講
も
氏
子
も
永
久
に
栄
え
む
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直
ち
に
出
雲
国
を
天
照
大
御
神
に
譲
ら

れ
、
自
ら
も
身
を
隠
さ
れ
た
と
い
う
国

譲
り
の
大
神
様
。

　

こ
の
時
、
事
代
主
神
は
美
保
の
崎
で

漁
を
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
漁
業

の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

中
世
以
降
七
福
神
の
中
に
加
え
ら
れ
、

農
業
神
・
商
業
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
恵
美
須
神
社
の
本
宮
を
事
代
主
神

を
祀
る
「
美
保
神
社
」
と
し
、
年
一
回
茨

木
恵
美
須
講
役
員
が
代
参
し
て
い
ま
す
。

大神輿の宮出し

大祓・輪くぐり神事の様子

11月20日の恵美須神社例祭

 

● 

七
月
十
三
日
・
十
四
日
斎
行
の
当
神

社
恒
例
の
夏
祭
、
コ
ロ
ナ
禍
の
間
は
神
事

を
神
社
関
係
者
の
み
の
参
列
で
斎
行
し

た
後
、
令
和
二
年
は
居
祭
、
三
年
は
境
内

の
み
で
の
神
輿
の
舁
き
出
し
、
四
年
は

ト
ラ
ッ
ク
に
神
輿
を
載
せ
て
御
旅
所
か

ら
御
旅
所
へ
の
渡
御
と
い
う
制
限
し
た

形
で
斎
行
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
し
、

各
町
会
に
よ
っ
て
祭
礼
委
員
会
が
組
織

さ
れ
、
子
供
・
大
人
奉
仕
者
に
よ
る
大
神

輿
・
子
供
神
輿
・
太
鼓
の
渡
御
が
斎
行
さ

れ
ま
し
た
。
祭
を
楽
し
み
に
し
て
お
ら

れ
た
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
の
笑
顔
が
印

象
的
で
し
た
。

令
和
五
年
「
大
祓
・
輪
く
ぐ
り
神
事
」

　

及
び
「
夏
祭
」
の
様
子

　

こ
の
度
、
新
た
に
山
中
信
之
様
、
寺
田

慶
次
様
に
、
令
和
五
年
十
月
よ
り
神
社

総
代
に
ご
就
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

就 

任 

報 

告

十
日
戎
と
恵
美
須
講

・
由 

緒

　

当
神
社
境
内
社
で
あ
る
恵
美
須
神
社

に
「
恵
美
須
神
縁
起
」
巻
物
一
巻
が
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
縁
起
に
よ
れ
ば
、「
天
正
年
間
の

頃
よ
り
月
毎
に
市
日
が
定
め
ら
れ
、
遠

近
よ
り
人
々
が
集
ま
り
商
い
が
盛
ん
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
元
和
三
年

の
秋
、
米
屋
が
仕
入
れ
た
米
俵
の
中
か

ら
恵
美
須
神
の
「
御
絵
」
が
忽
然
と
現
れ

給
う
た
の
で
、
こ
れ
こ
そ
商
売
繁
盛
の

瑞
祥
で
あ
る
と
慶
び
祝
い
、
以
後
毎
月

二
十
日
に
交
替
で
私
宅
に
御
絵
像
を
掛

け
て
祀
る
習
わ
し
と
な
っ
た
」
と
伝
え

て
い
ま
す
。

　

商
売
が
益
々
繁
盛
す
る
に
つ
れ
、
私

宅
で
御
絵
像
を
持
ち
廻
る
こ
と
は
恐
れ

多
い
と
、
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
十
一

月
二
十
日
よ
り
毎
年
神
社
内
で
祀
る
こ

と
と
な
り
、
さ
ら
に
明
治
十
二
年
（
一
八

七
九
）
神
社
境
内
の
現
在
地
に
社
殿
を

建
設
し
て
祀
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

・
御
祭
神（
事
代
主
神
・
大
国
主
神
）

　

古
事
記
等
の
国
譲
り
神
話
に
お
い
て
、

出
雲
国
を
受
取
に
派
遣
さ
れ
て
き
た
建

御
雷
神
に
対
し
、
父
神
の
大
国
主
神
か

ら
交
渉
を
任
さ
れ
て
い
た
事
代
主
神
は
、

    

～
四
年
ぶ
り
に
本
来
の
形
へ
～

　

令
和
二
年
よ
り
三
年
間
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
の
た
め
、
諸

神
事
に
お
い
て
参
列
者
を
制
限
す
る
な

ど
の
対
策
を
と
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年

五
月
八
日
に
感
染
症
法
上
の
扱
い
が
五

類
と
な
り
、
諸
神
事
を
以
下
の
通
り
四

年
ぶ
り
に
本
来
の
形
に
戻
し
て
斎
行
い

た
し
ま
し
た
。

 

●

「
大
祓
・
輪
く
ぐ
り
神
事
」
、
コ
ロ
ナ

禍
の
間
は
神
社
関
係
者
の
み
の
参
列
で

斎
行
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
例

年
通
り
午
後
二
時
よ
り
氏
子
崇
敬
者
の

皆
様
ご
参
列
の
も
と
神
事
を
斎
行
い
た

し
ま
し
た
。
当
日
は
Ｊ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る

生
中
継
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍

以
前
に
近
い
多
く
の
参
拝
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。
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＊
夏
祭
絵
画
御
奉
納

　

主
原
町
に
在
住
さ
れ
て
お
ら
れ
た
西

田
弘
子
様
（
平
成
二
十
三
年
逝
去
）
が
、

長
年
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
夏
祭
の
太
鼓

巡
行
の
風
景
を
、
生
前
に
油
絵
に
描
い

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
絵
画
を
今
回
、

娘
の
八
木
恵
美
子
様
よ
り
御
奉
納
い
た

だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

の
演
奏
が
行
わ
れ
、
来
場
者
の
耳
を
楽

ま
せ
ま
し
た
。

　

当
社
本
殿
裏
に
あ
る
黒
井
の
清
水
は
、

豊
臣
秀
吉
が
茨
木
城
に
入
城
し
た
際
に

用
い
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
摂
津
名
所

図
会
（
寛
政
十
年
・
一
七
九
八
刊
）
に
も

「
名
水
に
し
て
寒
暑
増
減
な
し
。
茨
木

郷
中
多
く
の
用
水
と
す
。
」
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
明
治
四
十
四
年
に
は
、
当
時
の

皇
太
子
殿
下
（
後
の
大
正
天
皇
）
が
梅
林

寺
で
御
仮
泊
の
際
に
御
用
水
と
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
昭
和
初
期
ま
で
は
竹
管
に

通
し
、
各
家
の
井
戸
に
水
を
送
り
続
け

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
黒
井
の
清
水
は
、
古
く
か
ら
名
水
と

し
て
郷
中
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

毎
年
神
社
の
境
内
で
は
、
伊
勢
の
神

宮
で
の
み
栽
培
さ
れ
、
「
イ
セ
ヒ
カ
リ
」

と
名
付
け
ら
れ
た
稲
を
、
少
し
で
す
が

お
頒
か
ち
い
た
だ
き
苗
か
ら
育
て
て
い

ま
す
。
今
年
も
夏
の
暑
さ
と
度
重
な
る

風
雨
に
も
耐
え
順
調
に
生
育
し
て
、
実

り
の
秋
を
迎
え
ま
し
た
。
神
様
の
御
恵

み
・
お
蔭
で
で
き
た
米
な
の
で
「
御
蔭
米
」

と
名
付
け
て
、
恒
例
の
抜
穂
祭
を
十
月

二
十
六
日
に
斎
行
し
、
十
一
月
二
十
三

日
の
新
嘗
祭
に
御
神
前
に
お
供
え
い
た

し
ま
し
た
。

宮入りへ向かう太鼓

黒井の清水

野点（第一会場）

黒
井
の
清
水
大
茶
会

　

境
内
休
憩
所
に
設
け
ら
れ
た
舞
台
で

は
、
長
谷
川
あ
つ
こ
様
に
よ
る
琴
の
演

奏
や
、
茨
木
神
社
雅
楽
会
に
よ
る
雅
楽

    　
～
野
点
が
復
活
し
ま
し
た
～

　

十
月
七
日
（
土
）
、
黒
井
の
清
水
大
茶

会
（
主
催:

茨
木
市
観
光
協
会
）
が
神
社

境
内
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
九

時
か
ら
本
殿
に
て
奉
茶
式
が
斎
行
さ
れ
、

お
抹
茶
と
お
菓
子
が
御
神
前
に
供
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
対
策
の
た
め
に
中
止
さ
れ
て
い
た
野

点
が
四
年
ぶ
り
に
復
活
し
ま
し
た
。
午

前
十
時
よ
り
、
本
殿
前
の
境
内
を
第
一

会
場
に
、
儀
式
殿
一
階
和
室
を
第
二
会

場
に
し
て
実
施
さ
れ
、
多
く
の
方
々
が

野
点
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

抜
　
穂
　
祭
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十
一
月
二
十
一
日
、
恒
例
の
奉
賛
会

バ
ス
ツ
ア
ー
が
四
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
毎
年
十
一
月
、
近
畿

近
郊
の
神
社
を
正
式
参
拝
す
る
と
共
に
、

そ
の
近
く
の
名
所
を
観
光
す
る
も
の
で
、

毎
回
多
く
の
奉
賛
会
員
様
に
参
加
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
秋
晴
れ
の
下
、
七
十
九
名
も

の
多
く
の
参
加
者
が
三
台
の
バ
ス
で
淡

路
島
へ
向
か
い
ま
し
た
。
ま
ず
伊
弉
諾

神
宮
に
て
正
式
参
拝
、
そ
し
て
本
名
孝
至

宮
司
様
よ
り
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
休
暇
村
南
淡
路
に
て
昼
食

の
後
、
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
を
見

学
、
そ
し
て
日
本
三
大
鳥
居
で
有
名
な

「
お
の
こ
ろ
島
神
社
」
を
参
拝
し
ま
し

た
。
国
生
み
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
淡
路

島
を
堪
能
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

 

　

● 

御
本
殿
創
建
四
百
年
記
念
事
業
「
令

和
の
大
造
営
」
が
竣
功
し
て
一
年
が
経

つ
に
あ
た
り
、「
一
年
参
り
」
と
称
し
て

ご
奉
賛
い
た
だ
い
た
皆
様
や
奉
賛
会
会

員
を
中
心
に
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
際
、
一
年
参
り
特
別
御
朱

印
を
記
念
と
し
て
お
渡
し
い
た
し
ま
し

た
。（
令
和
五
年
十
二
月
末
ま
で
受
付
い

た
し
ま
す
。
）

 

　

● 

令
和
六
年
新
年
御
朱
印
を
頒
布
い

た
し
ま
す
。
雲
に
駈
け
の
ぼ
る
龍
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
制
作
し
ま
し
た
。
初
詣
に

ご
参
拝
の
際
に
ぜ
ひ
お
受
け
下
さ
い
。

（
初
穂
料
は
五
百
円
で
す
。
数
に
限
り

が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
準
備
枚
数
が
無

く
な
り
次
第
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
）

◆

越
年
祭

　
　
　
十
二
月
三
十
一
日

◆

歳
旦
祭

　
　
　
一
月
一
日
午
前
十
時
斎
行

◆

十
日
戎
祭

　
　
　
一
月
九
日
〜
十
一
日

◆

御
火
焚
（
と
ん
ど
）

　

祈
祷
木
奉
焼
祭

　
　
　
一
月
十
五
日

◆

節
分
祭

　

鎮
魂
星
祭

　
　
　
二
月
三
日

◆

紀
元
祭

　
　
　
二
月
十
一
日

◆

初
午
祭

　
　
　
二
月
十
二
日

◆

人
形
奉
焼
祭

　
　
　
四
月
八
日

◆

春
祭
（
祈
年
祭
）

　

奉
賛
会
厄
除
安
全
祈
願
祭

　
　
　
四
月
十
八
日

◆

大
祓
・
茅
の
輪
く
ぐ
り
神
事

　
　
　
六
月
三
十
日

こ
れ
か
ら
の
行
事
予
定

伊弉諾神宮にて

◇
初
詣

　

例
年
、
正
月
三
ヶ
日
は
多
く
の
参
拝

の
方
々
で
賑
わ
い
ま
す
。
そ
し
て
皆
様

に
は
何
か
と
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
案
内
掲
示
や
係
員
の
指
示
に
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
厄
除
な
ど
の
諸
祈
祷
に
お
越

し
の
方
は
、
正
面
参
道
の
ご
参
拝
列
に

お
並
び
に
な
る
こ
と
な
く
、
左
図
の
通

り
、
直
接
本
殿
裏
よ
り
西
側
ス
ロ
ー
プ

を
上
が
り
、
本
殿
西
側
の
祈
祷
受
付
に

お
越
し
下
さ
い
。

◇
十
日
戎

　

今
年
も
例
年
通
り
一
月
九
日
～
十
一

日
の
三
日
間
斎
行
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
間
、
福
笹
・
吉
兆
の
授
与
、
十
日

に
は
宝
恵
籠
巡
行
が
行
わ
れ
ま
す
。

◇
御
火
焚
(
と
ん
ど
)

　

一
月
十
五
日
の
午
前
中
に
斎
行
い
た

し
ま
す
。
正
月
飾
り
は
当
日
正
午
ま
で

に
お
持
ち
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

奉
賛
会
バ
ス
ツ
ア
ー
ご
報
告

御
朱
印
に
つ
い
て

今
後
の
神
事
に
つ
い
て

-----------------------------------


